
特
別
指
導
の
多
か
っ
た
学
校
が

オ
ー
プ
ン
で
活
動
的
な
学
校
に

　

現
在
の
東
京
都
立
田
柄
高
校
を
み
れ
ば
、

多
く
の
人
は「
オ
ー
プ
ン
で
活
動
的
な
学
校
」

と
感
じ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、数
年
前
ま
で
同

校
は
、地
域
か
ら「
実
態
が
よ
く
み
え
な
い
」「
生

徒
指
導
の
多
い
学
校
」と
思
わ
れ
て
い
た
と
い

う
。
何
が
短
期
間
で
大
き
く
同
校
の
印
象
を

変
え
た
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、日
本
初
の

専
任
キ
ャ
リ
ア・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の
経
験

を
も
つ（
※
）同
校
校
長
の
大
池
公
紀
先
生
は
、

「
生
活
指
導
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
軸
に
段
階
的

に
学
校
改
革
を
行
っ
て
き
た
結
果
」と
語
る
。

　

学
校
改
革
の
第
一
段
階
は
、2
0
1
2
年
か

ら
の
生
活
指
導
の
て
こ
入
れ
だ
。教
員
の
組
織

化
や
服
装
指
導
の
徹
底
な
ど
に
よ
り
、謹
慎

指
導
が
前
年
の
３
分
の
１
に
減
少
。
成
果
の
表

れ
は「
意
思
を
も
っ
て
取
り
組
め
ば
学
校
は
変

わ
る
」と
い
う
教
員
の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。

　

生
活
面
が
落
ち
着
く
の
と
重
な
る
よ
う
に
、

入
学
生
徒
の
顔
ぶ
れ
に
も
変
化
が
生
じ
た
。同

校
に
は
普
通
科
と
、グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
力
を

入
れ
る
外
国
文
化
コ
ー
ス
が
あ
る
。
都
心
部
に

近
い
立
地
も
あ
り
、同
コ
ー
ス
を
中
心
に
本
人

や
保
護
者
が
海
外
出
身
と
い
う
ル
ー
ツ
を
も
つ

生
徒
が
数
多
く
入
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

現
在
は
全
体
の
約
３
割
が
海
外
ル
ー
ツ
の
生
徒

で
、教
室
で
は
中
国
語
や
ハ
ン
グ
ル
語
、タ
ガ
ロ

グ
語
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
飛
び
交
っ
て
い

る
。

「
中
学
時
代
は
学
校
に
１
人
２
人
し
か
い
な
か

っ
た
外
国
籍
の
生
徒
も
、本
校
で
は
特
別
視
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
萎
縮
せ
ず
自
分
を

出
せ
る
こ
と
で
、自
分
も
周
囲
も
、そ
の
良
さ

に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、彼
ら
に

は
、校
内
の
雰
囲
気
を
オ
ー
プ
ン
で
陽
気
な
も

の
に
変
え
る
力
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
環
境
を

生
か
し
、互
い
を
尊
重
で
き
る
広
い
国
際
感
覚

を
持
つ
生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」（
大
池
校
長
）

外
部
人
材
を
活
用
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
学
校
改
革

　

生
活
指
導
が
ひ
と
段
落
し
た
13
年
度
か
ら

は
、学
校
改
革
の
第
２
段
階
と
し
て
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
充
実
に
舵
を
き
る
。
初
年
度
は
ま
ず

１
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
視
点
で
見
直
し
、学
年
進
行
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
進
路
指
導

主
任
の
石
井
裕
己
先
生
は
こ
う
話
す
。

「
将
来
に
意
欲
的
な
生
徒
が
増
え
て
き
た
今
、

出
口
指
導
だ
け
で
は
期
待
に
応
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

将
来
を
見
通
し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

自
ら
考
え
て
行
動
・
発
信
で
き
る
力
を
育
て
る

こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
」

　

今
年
度
は
、１
、２
学
年
の
総
合
的
な
学
習

の
時
間（
２
学
年
は
東
京
都
設
定
教
科
・
科
目

「
奉
仕
」と
し
て
実
施
）に「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

Ⅰ
・
Ⅱ
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施（
図
１
・２
）。３

学
年
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
進
路
実
現

に
向
け
た
活
動
が
中
心
だ
が
、来
年
度
は「
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ
」の
延
長
と
し
て
再
構

築
す
る
予
定
だ
。

　

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、生
徒
が
受
け

外国籍の生徒を積極的に受け入れ、教室に多様な言語が飛び交う田柄高校は、
これからの日本社会の縮図といえるかもしれません。

そんな同校で行われているキャリア教育とは、どのようなものでしょうか。

─東京・都立　田柄高校─

取材・文／藤崎雅子

先進校に学ぶキャリア教育の実践

豊富な"人との出会いと経験"で改革を加速
多国籍化する学校の挑戦

総合的な学習の時間　 奉仕　 人間としての在り方生き方に関する新教科
外部人材活用　 コミュニケーション　 プレゼンテーション

※大池校長のキャリア教育の実践は　『キャリアガイダンス』NO.31　P.56「改革者たち」をご参照ください
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１年生 2年生 ３年生

4月

ガイダンス・グループ選択説明 ガイダンス
ガイダンス 作家杉山明氏講演会 プレゼン講座（担当教師の説明）
チームコンセンサスワークショップ グループ決定など プレゼン講座（担当教師の説明）
金融の話（SMBC社員による）、
または教師による私の進路 グループ別活動① プレゼン講座（外部講師の説明）

５月

金融の話（SMBC社員による）、
または教師による私の進路 作業１

グループ別活動② 作業２
進路学習（進路の手引きより） グループ別活動③ 作業３

6月

大学生に聞く
「大学の勉強｣講座の準備 グループ別活動④ 作業４

「トーキョー学生図鑑」の
オープンキャンパス グループ別活動⑤ 3年進路ガイダンス

「フリーター」についての講演会 グループ別活動⑥ 作業５

9月
人間としての在り方生き方① グループ別活動振返り・プレゼン準備 プレゼン講座（外部講師、ﾁｰﾑｺﾝｾﾝｻｽ）

クラスプレゼン

10月

人間としての在り方生き方② ３年次選択説明会 グループ作業１

人間としての在り方生き方③ 光が丘公園
整備・清掃活動 グループ作業２

からだで感じる
「コミュニケーションワークショップ」 チャリティーサンタ代表講演会 グループ作業３

11月

からだで感じる
「コミュニケーションワークショップ」 グループ作業４

からだで感じる
「コミュニケーションワークショップ」
ワークショップ
「青年海外協力隊Lifeストーリー」 グループ作業５

12月
３年の発表を聞く フォトジャーナリスト

安田菜津紀氏講演会 1年教室で発表（外部講師）

人間としての在り方生き方④ 元ソフトバンク全国営業ナンバーワン
社員による講演会 まとめ（外部講師）

１月

適性を知る「右脳･左脳ワークショップ」 子ども支援団体NPOキッズドア まとめ
「職業人授業」と
「自己理解ワークショップ」 NPOキッズドア／先輩講話 まとめ

人間としての在り方生き方⑤ NPOキッズドア

2月 まとめと振り返り
（キャリアデザインの振り返り） 1年の振りかえり

普通科／1980年開設
生徒数　540人（男子227人・女子313人）
進路状況（2013年度実績）　大学35.0％・短大7.4％
専門学校等28.2％・就職11.7％・その他17.8％
東京都練馬区光が丘2-3-1

 03-3977-2555
 http://www.tagara-h.metro.tokyo.jp/

「
本
校
の
生
徒
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
で
受
容
力
が

あ
り
、オ
ー
プ
ン
で
明
る
い
。
外
部
の
方
た
ち
と

つ
な
が
る
こ
と
で
、学
校
教
育
の
限
界
を
超
え
、

も
っ
と
生
徒
の
良
さ
を
伸
ば
す
環
境
を
作
り

出
せ
る
と
考
え
ま
す
」（
大
池
校
長
）

　

ま
た
、時
間
割
上
の
特
徴
は
、全
学
年
が
水

曜
日
の
５
限
を
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、６

限
を
Ｌ
Ｈ
Ｒ
と
し
て
い
る
点
だ
。内
容
に
よ
っ
て

２
時
間
続
き
で
使
え
、外
部
講
師
の
来
校
の

回
数
を
お
さ
え
る
な
ど
の
効
率
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、授
業
は
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

で
行
わ
れ
る
が
、活
動
時
間
を
そ
ろ
え
る
こ
と

で
教
員
の
時
間
確
保
も
し
や
す
い
。
水
曜
日
の

午
後
は
、ほ
と
ん
ど
の
教
員
が
各
教
室
に
分
散

し
て
授
業
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
統
括
し
て
い
る

の
は
進
路
指
導
部
だ
。し
か
し
、学
年
団
の
方
針

を
尊
重
し
て
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
お
り
、今

年
度
は
１
、３
学
年
は
進
路
指
導
部
、２
学
年
は

学
年
団
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
る
。

2008年、従来の３コース制から、２コースを廃止し、普通科３クラス、外国文化コース２クラ
スの体制。近年は生活指導をはじめとする学校改革を進め、キャリア教育を活用した自己有
用感の育成、授業規律改善、教員の授業力向上に力を入れてきた。英語科専門科目「異
文化理解」をはじめ体験的な活動から外国文化を学ぶ外国文化コースを軸に、留学生や
海外高校生との交流に力を入れ、国際人の育成を目指している。

身
で
な
く
活
動
の
中
心
と
な
る
こ
と
が
重
視

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
カ
ギ
と
な
っ
て
い
る

の
は「
外
部
人
材
の
活
用
」だ
。
今
年
度
、「
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
」に
か
か
わ
る
外
部
団
体
・

施
設
・
個
人
は
７
団
体
、約
60
人
、同
Ⅱ
に
か
か

わ
る
の
は
10
団
体
、約
1
1
0
人
。東
京
都
教

育
委
員
会
に
よ
る
企
業
・
大
学
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と

連
携
す
る「
地
域
教
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東

京
都
協
議
会
」（
図
２
）や
、担
当
教
員
の
個
人

的
な
つ
て
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

図1 総合的な学習の時間の年間計画より（2014年度）

図2 東京都独自の取り組み

※水曜５・６限（総合的な学習の時間およびLHR）に実施している内容から、キャリア教育、奉仕に関する項目を抜粋

■東京都必修科目「奉仕」
奉仕に関する基礎的な知識の取得や社会貢献を適
切に行う能力・態度を育てるため、2007年から都立高
校で奉仕体験活動を行う教科「奉仕」を必修化した。
高校在学中1単位以上とし、総合的な学習の時間で
代替可。
現在、この「奉仕」を発展させるかたちで、道徳教育お
よびキャリア教育の中核的な教育活動となる「人間と
しての在り方生き方に関する新教科」を全都立高校で
実施することを目指し、研究・試行が進められている。

■地域教育推進ネットワーク東京都協議会
東京都教育委員会は「地域教育推進ネットワーク東
京都協議会」を2005年に設立。小・中・高校の教育
活動に、企業、大学、NPO等の専門的な教育力を効
果的に導入するためのネットワークづくりに取り組ん
でいる。13年12月時点で80件近い企業・大学・
NPO等が参加し、資料や教育支援プログラムを提供
している。都立高校では教科「奉仕」やキャリア教育
等の授業などで活用されている。
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図3 「キャリアデザインⅡ」の振り返りシートおよび
 クラスプレゼン準備のワークシート

き
、実
現
し
ま
し
た
」（
石
井
誠
啓
先
生
）

　

事
前
準
備
で「
肝
」と
な
っ
た
の
は
、生
徒
の

グ
ル
ー
プ
編
成
だ
。
生
徒
の
希
望
に
基
づ
い
て

人
数
調
整
す
る
な
か
で
、石
井
誠
啓
先
生
は

各
担
任
と
話
し
合
い
、男
女
比
や
友
人
関
係
、

相
性
を
踏
ま
え
て
効
果
的
な
生
徒
の
組
み
合

わ
せ
を
検
討
。「
友
達
同
士
で
固
ま
ら
ず
に
人

間
関
係
が
広
が
る
よ
う
に
こ
こ
は
分
け
よ
う
」

「
あ
え
て
こ
の
２
人
は
一
緒
に
し
た
ほ
う
が
自
分

ら
し
く
で
き
そ
う
」「
こ
の
メ
ン
バ
ー
な
ら
こ
の

生
徒
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
」な

ど
、生
徒
一
人
ひ
と
り
の
こ
と
を
考
え
て
グ
ル
ー

プ
を
作
っ
た
。

「
将
来
的
に
は
そ
の
よ
う
な
仕
掛
け
を
し
な
く

て
も
よ
く
な
る
の
が
理
想
で
す
が
、現
段
階
で

は
、こ
の
グ
ル
ー
プ
編
成
だ
か
ら
こ
そ
成
果
が

出
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
石
井
誠
啓
先
生
）

東
京
都
独
自
の
新
科
目
を

踏
ま
え
た
新
し
い
実
践
も

　

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
み
て
み
よ
う
。

１
学
年「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
」で
は
、演
技

等
を
通
じ
て
自
己
表
現
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
学
ぶ「
か
ら
だ
で
感
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」（
協
力
：
ド
ラ
マ
ケ
ー
シ

ョ
ン
普
及
セ
ン
タ
ー
）、元
青
年
海
外
協
力
隊
が

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
や
途
上
国
で
の
活
動
な
ど

を
語
る「
L
i
f
e
ス
ト
ー
リ
ー
」（
青
年
海
外

協
力
協
会
）、自
分
の
好
み
や
特
性
に
つ
い
て

考
え
る
「
右
脳
・
左
脳
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

（
N
P
O
法
人
16
歳
の
仕
事
塾
）な
ど
を
実
施
。

外
部
講
師
の
協
力
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

　

ま
た
今
年
度
は
、東
京
都
で
検
討
さ
れ
て
い

る「
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
」に
関
す

る
新
教
科
の
試
行
的
実
践
も
盛
り
込
ま
れ
た

（
図
２
）。
こ
の
新
教
科
は
都
立
高
校
全
体
で

16
年
度
か
ら
本
格
実
施
を
め
ざ
す
も
の
。
今

年
度
は
約
20
校
で
試
行
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、

同
校
も
そ
の
う
ち
の
１
校
だ
。

　

授
業
で
使
う
テ
キ
ス
ト
も
制
作
さ
れ
て
お

り
、「
自
己
の
よ
さ
を
見
出
し
選
択
し
決
断
し

て
自
己
の
よ
さ
を
生
か
す
」「
他
者
を
正
し
く

理
解
し
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る
」な
ど

20
単
元
か
ら
な
る
。
同
校
で
は
そ
の
な
か
か
ら

４
単
元
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、５
回
の
授
業
の
題

材
と
し
て
い
る
。
授
業
で
生
徒
に
配
布
す
る
資

料
や
指
導
案
は
テ
キ
ス
ト
に
あ
る
が
、同
校
生

徒
向
け
に
慎
重
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
い
る
。

「
例
え
ば
、部
活
を
休
み
が
ち
な
生
徒
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
題
材
と
す
る
際
、『
部
活
が
活
発
と
は

い
え
な
い
本
校
の
生
徒
が
ど
う
反
応
す
る
か
』

『
ど
う
話
せ
ば
身
近
な
例
と
し
て
感
じ
ら
れ
る

か
』な
ど
、本
校
の
生
徒
に
響
く
よ
う
、担
当

者
が
５
時
間
程
度
の
議
論
を
重
ね
た
う
え
で

実
施
し
て
い
ま
す
」（
石
井
裕
己
先
生
）

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
に

合
わ
せ
た
グ
ル
ー
プ
編
成

　

２
学
年
の「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅱ
」は
、１

学
年
よ
り
さ
ら
に
深
く
外
部
人
材
が
か
か
わ

り
、生
徒
主
体
の
活
動
を
増
や
し
て
い
る
。
そ

の
目
玉
と
な
る
の
は
、１
学
期
を
中
心
に
行
う

グ
ル
ー
プ
別
活
動
だ
。

　

外
部
の
団
体
・
施
設
と
連
携
し
、高
齢
者
と

の
交
流
、小
学
校
低
学
年
と
の
交
流
、古
着
回

収
、古
本
等
回
収
、ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
、ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
発
表
、高
校
生
記
者
の
７
テ
ー
マ
を

設
定
。教
科「
奉
仕
」の
役
割
も
担
う
た
め
、高

齢
者
と
の
交
流
や
古
着
・
古
本
の
回
収
で
社

会
貢
献
に
関
す
る
テ
ー
マ
が
目
立
つ
。

　

連
携
先
は
、７
テ
ー
マ
の
う
ち
２
つ
は
従
来

の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
の
関
係
を
引
き

継
ぎ
、２
つ
は
都
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
。
残

り
３
つ
は
、２
学
年
総
合
的
な
学
習
の
時
間
担

当
の
石
井
誠
啓
先
生
が
独
自
に
開
拓
し
た
。

「
例
え
ば
、古
本
回
収
で
連
携
し
た
ル
ー
ム
ト
ゥ

リ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン
さ
ん
は
、数
年
前
、マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
を
辞
し
て
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
教

育
機
会
を
届
け
る
活
動
を
始
め
た
創
設
者
の

著
書
を
読
ん
で
知
っ
た
団
体
。
事
務
局
に
依
頼

す
る
と
、高
校
か
ら
の
声
掛
け
は
初
め
て
だ
っ

た
そ
う
で
す
が
、こ
ち
ら
の
思
い
に
共
感
い
た
だ

都のプログラムを活用し、UNHCR、ユニクロ
と連携。途上国の難民や貧困の現状を学
び、校内のほか近隣の小学校にも呼びかけ
て古着を回収。計2234枚を回収、配送。

■２学年【グループ３：古着回収】

大学生ボランティアと連携。雑誌編集者や
大学院教授など自分たちの興味関心のある
社会人を選んで取材依頼。インタビューし、
記事をまとめてプレゼンテーションで報告。

■２学年【グループ７：高校生記者】

昨年度までの活動をもとに、近隣の小学校
を訪問。折り紙や絵本、宿題の手伝い等で
交流。期間外にも学校行事（BBQ、お祭り）
を手伝う。

■２学年【グループ２：小学校低学年との交流】

同校が独自に開拓したNPOコモンビートと
連携。「自分たちでつくろう！ハイスクール
MUSICAL」のテーマのもと、歌、踊り、チー
ムワークを学びステージを考案、発表。

■２学年【グループ６：ミュージカル発表】

昨年度までの活動を継続し、近隣の特別養
護老人ホームを訪問。ゲームや会話を楽しん
だり、シーツ交換や車いすの清掃などを体
験。

■２学年【グループ１：高齢者との交流】

都のプログラムを活用し、NPOブラストビート
と連携。「2020年オリンピック開催にあた
り、外国人観光客が喜んでくれるビジネスを
生み出せ！」のテーマにチームで取り組んだ。

■２学年【グループ５：ビジネスプラン作成】

都のプログラムを活用し、NPOドラマケーシ
ョン普及センターと連携。ゲームや劇を通し
て、自己表現やコミュニケーションの取り方を
学ぶ。

■１学年【からだで感じるコミュニケーション】

同校が独自に開拓したNGOルームトゥリード
ジャパンと連携。途上国の現状を学び、近隣
の小学校で回収した古本、CD、DVDをもと
に総額2万2873円を寄付。

■２学年【グループ４：古本等回収】

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ＞＞ 発行メディアのご紹介 ＞＞ キャリアガイダンス（Vol.405） 462014 DEC. Vol.405



｢

面
倒
く
さ
い
」が

｢

も
っ
と
や
り
た
い
」に
変
化

　

グ
ル
ー
プ
別
活
動
は
総
合
的
な
学
習
の
時

間
と
Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
２
時
間
続
き
で
、全
６
回
実
施

さ
れ
た
。
各
グ
ル
ー
プ
に
担
当
教
員
が
１
〜
２

人
が
つ
く
が
、あ
く
ま
で
見
守
り
役
。
外
部
講

師
の
リ
ー
ド
の
も
と
、生
徒
主
体
で
進
め
ら
れ

る
。
最
初
は
あ
ま
り
盛
り
上
が
ら
な
い
グ
ル
ー

プ
も
あ
っ
た
が
、回
を
重
ね
る
う
ち
に
雰
囲
気

が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

変
化
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
、ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
発
表
の
グ
ル
ー
プ
だ
と
い
う
。
連
携
先
は
、表

現
活
動
に
よ
っ
て
自
分
ら
し
く
た
く
ま
し
く
生

き
る
個
人
を
増
や
す
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す

る
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
コ
モ
ン
ビ
ー
ト
。
参
加
生
徒
が
意
見

を
出
し
合
っ
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
作
り
、最
終
的

に
ス
テ
ー
ジ
で
自
ら
発
表
し
た
。

「
最
初
、参
加
生
徒
は『
恥
ず
か
し
い
』『
面
倒

く
さ
い
』と
文
句
ば
か
り
。
そ
れ
が
参
加
す
る

う
ち
に
ど
ん
ど
ん
イ
キ
イ
キ
と
し
て
き
た
ん
で

す
。教
員
と
は
違
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
コ
モ
ン

ビ
ー
ト
の
方
の
乗
せ
方
が
絶
妙
だ
っ
た
し
、歌

と
踊
り
が
得
意
な
外
国
ル
ー
ツ
の
生
徒
に
巻
き

込
ま
れ
た
面
も
あ
る
の
で
は
。
最
後
は『
新
し

い
自
分
に
な
っ
た
』『
１
つ
に
な
る
す
ば
ら
し
さ

を
学
ん
だ
』『
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
仲
間
の
こ
と

を
考
え
て
行
動
し
た
い
』な
ど
の
感
想
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
石
井
誠
啓
先
生
）

　

生
徒
主
体
の
活
動
の
な
か
で
は
、当
然
失

敗
も
あ
る
。
例
え
ば
、高
校
生
記
者
グ
ル
ー
プ

で
は
、緊
張
し
な
が
ら
著
名
人
に
電
話
で
取
材

依
頼
し
て
、何
度
も
断
ら
れ
た
。ま
た
、数
人
の

チ
ー
ム
で
ア
イ
デ
ア
を
競
う
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

作
成
グ
ル
ー
プ
で
は
、メ
ン
バ
ー
を
う
ま
く
ま
と

め
ら
れ
な
い
チ
ー
ム
も
あ
っ
た
。「
そ
こ
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
あ
り
自
信
も
つ
い
た
は
ず
。
自
分
の

頭
で
考
え
て
行
動
で
き
た
と
い
う
意
味
で
大

成
功
」と
石
井
誠
啓
先
生
は
い
う
。

　

毎
回
の
活
動
後
は
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
記

入
し
、自
分
の
体
験
や
感
想
を
記
録
。
最
後
は

各
自
の
ク
ラ
ス
に
戻
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
シ
ェ
ア
し
た（
図
3
）。

　

初
め
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
で
、い
く
つ
か
の

課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
や
る
気
の
あ

る
生
徒
は
多
い
が
、最
後
ま
で
火
が
つ
か
な
い

生
徒
も
あ
り
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
差
が
あ
る
と

多
く
の
教
員
が
感
じ
た
。
来
年
度
は
事
前
指

導
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、チ
ー
ム
で
や
る

と
い
う
意
識
付
け
や
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
に
い
っ
そ

う
配
慮
す
る
予
定
だ
。

　
生
徒
が
変
わ
る
手
応
え
が

授
業
改
革
を
後
押
し

　

こ
の
よ
う
な
外
部
の
力
を
借
り
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
「
生
徒

が
確
実
に
変
わ
っ
た
」と
い
う
。
ま
た
、人
間
と

し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
す
る
新
教
科
や

教
科「
奉
仕
」の
要
素
も
取
り
入
れ
る
な
か
、

古
着
や
古
本
を
集
め
る
な
ど
実
際
に
動
い
て

「
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
」と
感
じ
る
体
験

は
、大
切
さ
を
言
葉
で
伝
え
る
よ
り
も
効
果
が

あ
る
と
の
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。

「
生
徒
に
は
、『
こ
の
人
み
た
い
に
な
り
た
い
』『
こ

ん
な
大
人
が
い
る
ん
だ
っ
た
ら
将
来
夢
を
持
っ

て
頑
張
ろ
う
』と
前
向
き
に
な
れ
る
素
敵
な

大
人
た
ち
と
の
出
会
い
や
、ど
ん
ど
ん
新
し
い

こ
と
を
経
験
で
き
る
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、高
校
を
卒
業
し
た
ら
、次
は
自
分
た

ち
で
新
し
い
出
会
い
や
経
験
を
つ
か
み
に
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」（
石
井
誠
啓
先
生
）

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

他
の
授
業
に
与
え
た
影
響
も
大
き
い
。「
外
部

講
師
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
生
徒
を
動
か
す

こ
と
も
ひ
と
つ
の
授
業
形
態
だ
と
経
験
的
に
分

か
っ
た
」と
石
井
裕
己
先
生
。
外
部
人
材
の
か

か
わ
り
の
効
果
を
実
感
し
、授
業
を
も
変
え
て

い
こ
う
と
の
機
運
が
ア
ッ
プ
。
協
同
的
な
授
業

方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
校
内
研
修
も
行
わ
れ
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
で
向
上
し

た
力
や
意
欲
を
、ど
う
進
路
実
現
に
つ
な
げ
て

い
く
か
。外
国
籍
の
生
徒
は
就
職
や
奨
学
金
受

給
の
際
の
難
し
さ
も
あ
り
、同
校
独
自
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄
積
が
求
め
ら
れ
る
。
現
在
も
進
行
中

の
学
校
改
革
の
今
後
に
つ
い
て
、大
池
校
長
は

こ
う
語
る
。

「
学
校
が
変
わ
り
始
め
、多
く
の
生
徒
に
モ
デ

ル
と
な
る
進
路
実
現
の
例
も
出
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
情
報
を
学
校
全
体
で
共
有
し
て
生

徒
に
自
信
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、授
業
力
に

よ
り
生
徒
の
力
を
し
っ
か
り
つ
け
て
い
く
。
キ
ャ

リ
ア
教
育
と
併
せ
て
、進
路
実
現
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
大
池
校
長
）

校長
大池公紀先生

進路指導主任
石井裕己先生

２学年総合的な
学習の時間担当
石井誠啓先生

「 個性的な大人の話で
 視野が広がった」（高田さん）
音楽が好きなので、『キャリアデザインⅡ』のグル
ープ別活動では、ミュージカル発表に参加しまし
た。ほかのクラスの人たちが多くて最初はちょっ
と緊張しましたが、一緒に踊りや構成を考え、最
後の発表ではお互いを励まし合いながら１つに
なれて、すごく楽しかったです。また、指導してくだ
さったNPOコモンビートの大人の方と、空き時間にいろんな話ができたのも興味深
かったですね。個性的な方ばかりで、『こういう生き方もあるんだ』と思いました。
実は私、この学校がどういうところか、よく知らずに入学したんです。なので、入学後、
周りからいろんな国の言葉が聞こえてきて、『ここ日本？』とびっくりしました。私は
将来、観光の仕事に就いて、世界を旅するのが夢。いろんな国の友達ができ、おも
しろい大人との出会いがある、この学校を選んでよかったと思っています。

「社会で成果を出す難しさ・厳しさを痛感」（ケニングさん）
私が『キャリアデザインⅡ』で取り組んだのは、ビジネスプラン作成です。最初、プロ
グラムに沿って空欄を埋めていくように作っていくんだと思っていたら、『ゼロから自
分たちでビジネスアイデアを考えて』と言われて、『えっ！』（笑）。ちょうど部活動など
が忙しい時期で、夜中に泣きながら準備したこともありました。最終日の発表では、
外部の方から『数字の根拠は？』など厳しい指摘もたくさんいただき…。何も返せ
ず悔しい気持ちもあったけれど、おかげで社会の厳しさやチームワークの大切さが
分かりました。
私は高校卒業後、母国アメリカの大学に進学して、心理学を学ぶのが目標です。
学校でJICAの方や青年海外協力隊の方の話を聞き、海外支援での心理学の使
われ方を知りました。考えるチャンスがいっぱいある学校だと思います。

２学年　高田 愛さん（写真右）
ケニング・ジュリア・美星さん（同左）
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